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１．序
長年、ドイツ語の教育に携わってきて、教師としての経験の中でどうにも
釈然としないことが二・三ある。それは極めて初歩的なことであるが、ドイ
ツ語だけでなくインド・ヨーロッパ語における「名詞の性」（Gender）の問
題と「分離動詞」の存在に関する問題である。そもそも英語既習者にとって
ドイツ語学習を始めるにあたって戸惑う点はいくつかある。
それは動詞の人称変化の多さ、定冠詞・不定冠詞類の種類と変化の多さ、
形容詞の付加語変化、副文などにおける定形後置の問題であるが、それらは
私見ではあるが、学生に理解・納得させるのにそれほど問題とはならない。
つまり「それらの複雑さはもともと英語にもあった」、「英語は古来より、そ
の影響関係の複雑さゆえ、文法の処々において単純化を進めていった1)」、「英
語以外のヨーロッパの言語はいまだに多くの複雑さを保持している」、と説
明できるからである。
しかし、「名詞の性」に関しても同じ説明が可能であるが、われわれ「ウ
ラル・アルタイ語族」は名詞に性を持たないため、また、英語の名詞には現
在、「性」がまったくと言ってよいほど抜け落ちているので、大いなる違和
感が彼らの脳裏に残るようである。また、「分離動詞」にしても「首（前綴
り）がポーンと飛んで後ろに付く」とか「夜店のスマート・ボールのように
どんどん打たれた球が最後尾に付く」といささか時代錯誤的な説明をしても
学生は心から納得してくれない。結果、釈然としないまま、ひとまず単位を
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取って彼らは学園を去る。こんな学生が今までに何百万人いただろうか。教
師だって同じ状況ではないだろうか。
（勿論、これはドイツ語だけの問題ではないのであるが、）「名詞の性はビ
スマルクが決めたのだ」といったような荒っぽい説明で済ましてはいないだ
ろうか。
何十年も教えていて「ビスマルクが…」といったような説明はやはり罪で
あろう。中にはいる優秀・誠実な学生の当惑した眼差しが心に痛い。ネイ
ティブ教師の自国語に対する認識についてもどうもわれわれの立ち位置と変
わりないようなので、ここでわれわれはこの問題に徹底して立ち向かわなけ
ればならない、と考えたわけである。今回、まずは「分離動詞」の問題から
始めることにする。
２．分離動詞の定義
a．‐１ 複合動詞の種類と大原則
分離動詞（trennbare Verben）という語彙形態はゲルマン語の、それも三種
類の希少な言語のみに見られるものである2)。しかし、その語法上の現象は
いささか複雑なので、それについて考察する前に、まず、分離動詞が含まれ
る複合動詞について定義をし、区別する必要がある。
それぞれ、次のように大きく定義できよう。
①ある動詞の語基とある語基から構成される複合動詞である。二つの語基
は文構成の状況により結合したり、分離したりする。このような動詞が
「分離動詞」と呼ばれる。
例：aus-gehen（外出する、消える）
Das Licht geht aus.「明りが消える」
－２５８－ 日本経大論集 第４４巻 第１号
②ある形態素とある動詞の語基は結合しながらも、分離しないでそのまま
単一動詞のように用いられる語形態がある。このような動詞は「非分離
動詞」（untrennbare Verben）と呼ばれる。
例：ent・gehen（逃れる）
Er entgeht der Gefahr.「彼は危険から逃れる」
③ある動詞語基とある語基が結合すると、分離と非分離の双方の機能を有
し、相互に意味の「棲み分け」をするものがある。このような動詞は「分
離・非分離動詞」（trennbare-untrennbare Verben）と呼ばれる。
例：um-gehen（分離：噂が広まる、～を取り扱う）
Es geht ein Gerücht um.「噂が広まる」
um・gehen（非分離：迂回する、回避する）
Diese Straße umgeht die Stadt.「この道路はその都市を迂回している」
a．‐２ 調査対象の範囲
分離動詞には次の b．‐１で示すような種類や共通の特徴があるがこの分離
動詞の中には、例えば、第一構成要素が動詞である kennen-lernenや名詞で
ある rad-fahrenのように現在の正書法では認められていない動詞も含まれて
いる。
また、この他に歴史的な調査をする場合、歴史的変化も考慮する必要があ
る。ある時期には英語の副詞辞（adverbial particle）＋動詞のように一つの動
詞句として存在していた動詞が、時の経過と共に徐々に減少して現在では完
全に消滅してしまった動詞もあるし3)、現在存続している動詞でも現在まで
の変化過程や諸規則により今のような特徴をもつようになったのであり、長
い歴史の中ではその形態も、前綴の位置も今とは大きく異なっていたことも
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十分に考えられ得る。
これら正書法の問題、歴史的な変化の問題を考慮に入れて今回の調査対象
は、その時代の正書法で分離動詞として報告されているものや認められてい
るものに加え、構造的に次節で示す分離動詞の特徴をもっているもの、研究
書やドイツ語史の中で既に分離動詞として認められているものも含めること
にする。続け書きか分かち書きかに関しても問題があるので、ここでは続け
書きされているかどうかは問わないことにする。
b．‐１ 分離動詞の種類・共通特徴
現代の分離動詞の種類にはどんなものがあるだろうか。分離動詞は第一構
成要素である前綴と第二構成要素である基礎動詞から成り立っており、この
第一構成要素の品詞によりグループ化できる。第一構成要素の種類には前置
詞・副詞、副詞、名詞、形容詞、動詞などがあり、次のような動詞が含まれ
る4)。
（１） 前置詞・副詞5)
auf-stehen（起きる），an-fangen（始める），ein-schlafen（寝入る），
aus-gehen（外出する），nach-folgen（後に続く）
（２） 副詞
empor-fahren（上昇する），los-fahren（出発する），
zusammen-tragen（集める），her-geben（こちらへ手渡す）
（３） 名詞
rad-fahren（自転車に乗っていく），statt-finden（開催される），
teil-nehmen（参加する），haus-halten（やりくりする），
maschiene-schreiben（タイプを打つ）
－２６０－ 日本経大論集 第４４巻 第１号
（４） 形容詞
frei-geben（自由にする），voll-bringen（成し遂げる），
tot-schlagen（殴り殺す），klar-machen（理解させる），
offen-halten（開けておく）
（５） 動詞
kennen-lernen（知り合いになる），sitzen-bleiben（留年する），
spazieren-gehen（散歩に行く）
分離動詞を第一構成要素の品詞から見るとこのようにグループ化できる。
では、第一構成要素が品詞である他にこれらの分離動詞に共通する特徴とは
どういうものであろうか。
複合構成から成る語をその特徴ごとに分類している研究者や研究書を参考
とすると、Erben（１９８３）は複合6)と派生の二つに分類し、自由形態素と自由
形態素の結合を複合、自由形態素と拘束形態素の結合を派生としている。動
詞を例として挙げると次のような区分となる。
○複合語：自由形態素＋自由形態素＝fluch-beten（呪う），lob-tadeln（お
追従を言う）
○派生語：拘束形態素＋自由形態素＝接辞＋動詞＝be・finden（ある），
ent・brennen（燃え上がる），er・brechen（破る），an-nehmen（受
け取る），auf-fressen（残さずに食べる），durch-ziehen（通す），
über-fallen（垂れる），unter・nehmen（企てる）
Erbenは派生語については、自由形態素と拘束形態素の結合と言っている
が、動詞については接辞（Affix）を伴う動詞の中に、第一構成要素にアク
セントのない be-，ent-，er-，ver-，zer-，miss-、アクセントのある ab-，an-，
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auf-，aus-，bei-，ein-，nach-，vor-，zu-、並びにアクセントがあったりなかっ
たりする durch-，über-，um-，unter-，wi(e)der- ＋動詞も含めている7)。
Fleischer（１９６９）は複合構成の動詞を複合、派生、接頭辞構成と三つに分
け、複合とはある品詞＋動詞のことであり、名詞＋動詞、前置詞＋動詞、動
詞＋動詞の結合などがここに含まれる。派生とは Erbenと異なり、基礎語＋
接尾辞のことを指している。接頭辞構成とは接頭辞＋基礎動詞のことであり、
Fleischerの分類は次のようになる。
○複合語：品詞＋動詞＝form-geben（構成する），bloß-stellen（弱点をさら
す）
○派生語：基礎語＋接尾辞＝ackern（畑を耕す＜Acker），färben（彩色す
る＜Farb）
○接頭辞構成：接頭辞＋基礎動詞＝be・decken（覆う），er・bauen（建設
する），ver・bieten（禁じる），an-flehen（懇願する），auf-
geben（中止する），ein-kehren（訪れる），durch-schneiden
（切断する），über-fallen（垂れる）
Fleischerが接頭辞に数えているものには、非分離前綴り be-，er-，ent-，zer-，
ge-，miss-の他に、分離結合をする分離前綴り ab-，an-，auf-，aus-，ein-，los-，
nach-等があり、また、分離・非分離の接頭辞としては durch-，über-，um-，
unter-，wider-がある8)。
Lexikon der Germanistischen Linguistisch（１９８０ 以下、略記 LGL）のWort-
bildungの項（筆者は Peter von Polenz）でドイツ語の複合構成を複合、派生、
接頭辞構成、接頭辞・接尾辞派生、共生という五つに分類している。複合と
は、二つあるいはそれ以上の語核内容素（Wortkern-Plerem）から成る組み合
わせである。派生は、語核内容素と後続する接尾辞との組み合わせである。
－２６２－ 日本経大論集 第４４巻 第１号
接頭辞構成は、接頭辞と語核内容素の組み合わせである。接頭辞・接尾辞派
生とは接頭辞＋派生語であり、共生とは複合と派生から成る語である。LGL
の挙げている動詞の例を示すと次のようになる。
○複合語：二つ以上の語核内容素＝wider-streben（抵抗感がある）
○派生語：語核内容素＋接尾辞＝lack・ieren（ラッカーを塗る）
○接頭辞構成：接頭辞＋語核内容素＝er・blühen（開花する）
○接頭辞・接尾辞派生：接頭辞＋派生語＝be・nachricht・igen（知らせる）
○共生：複合＋派生＝über・nachten（泊まる＜Nacht）
LGLでは、非分離辞を接頭辞と呼んでおり、第一構成要素の ab-，an-は接
頭辞とはみなされていない9)。この点 Fleischerと異なる。アクセントのない
分離しない hinter・legenは接頭辞動詞（Präfixverb）、アクセントがあり分離
する hínter-legenは不変化詞動詞（Partikelverb）と呼んでいる。
野入・太城（２００２）では、他の独立して用いられる語と結びつき、新たな
意味をもつに至った場合、その新しい動詞を複合動詞とみなしている。これ
に対し、接頭辞や接尾辞を付加したり、幹母音変化させたりして作る動詞を
派生動詞としている。
○複合動詞：独立語＋動詞＝kennen-lernen（知り合いになる），teil-nehmen
（参加する），wahr-sagen（予言する），auf-steigen（乗る）
○派生動詞：接頭辞＋独立語（＋接尾辞）（n/en）＝be・halten（保持して
いる），ver・jagen（追い払う），be・friedigen（満足させる＜
Friede）
独立語＋接尾辞（n/en）＝lächeln（ほほえむ＜ lachen），probieren
（試みる＜ Probe），frömmeln（信心ぶる＜ fromm）
幹母音変化動詞＝fällen（切り倒す＜ fallen），säugen（吸わせ
る＜ saugen）
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独立語＋動詞とは、野入・太城では、具体的には名詞、動詞、形容詞、不
変化詞（副詞・前置詞）と結びついた動詞であり、また、第一構成要素の特
徴としてアクセントがあり、主文で第二構成要素の動詞から分離するので、
このような動詞は一般に分離動詞とも呼ばれる。派生動詞の接頭辞（非分離
前綴）としては、be-，ent-，er-，ge-，ver-，zer-，miss-など、接尾辞として
は-el，-er，-ig，-ierなどを挙げている。
また、いわゆる分離・非分離前綴 durch-，um-，über-，unter-，wider-，wieder-
に関しては、ある時は複合動詞を形成し、ある時は派生動詞を作ると説明し
ている10)。
b．‐２ 第一構成要素の条件
以上のように複合構成から成る動詞区分は研究者や研究書によって異なる
が、これらを参考として、本稿で扱う分離動詞であるための第一構成要素の
条件を具体的に示すと次のようになる。
（１） 主文の現在・過去、疑問文、命令形では分離する
Das kind steht auf .「子供が起きる」
Das kind stand auf .「子供が起きた」
Stehen Sie um 6 Uhr auf ?「６時に起きますか」
Stehen Sie auf !「起きてください！」
（２） 自由形態素である
Sie führen sich anständig auf .「彼らは行儀よく振舞う」
（３） アクセントがある
Sie ruft ihre Mutter án.「彼女はお母さんに電話する」
（４） 副文では定形が文末に移動し、定形と結合する11)
..., weil das Kind auf stand.「子供が起きたので…」
－２６４－ 日本経大論集 第４４巻 第１号
３．分離動詞についての問題
以上２．で述べたような特徴をもっているのがドイツ語の分離動詞である。
分離動詞はゲルマン語だけの特徴のようであるが、ゲルマン語以外にハンガ
リー語にもあることが知られている。しかし、ハンガリー語を調べてみると
ゲルマン語の分離動詞とは使われ方が少し異なるようである。ハンガリー語
の分離動詞の前綴は動詞の前後の近い位置に来る。動詞の直ぐ後ろの位置に
来るというところは英語の句動詞に似ているが、分離前綴が平叙文では文末
ではなく、動詞の近くの位置に来るところは西ゲルマン語の分離動詞とも異
なる。ここで取り扱う分離動詞は主文で動詞の前綴が文末に来る西ゲルマン
語に特徴的な分離動詞である。
ドイツ語の分離動詞の特徴などについては教える側としてはこれまで教科
書に書かれている範囲で学生に説明してきたが、分離動詞の発生や歴史的な
ことについては殆どと言っていいほど分からない。勿論、それらについて詳
しいことは初級文法書にも解説されていない。今年度も、学生から分離動詞
の前綴りの位置についての質問があった。この問題は同時に教師も学生時代
からもっていた問題ではある。これを機に今回この問題について調べてみる
ことにした。
それで、このように前綴りが文末に来るゲルマン語の分離動詞についてこ
こで調べることにした大きなテーマは次の三つである。
（） いつ頃発生したのか （分離動詞の発生）
（） 何故、分離動詞となったのか
（分離動詞の生成過程における変化と成立）
（） 分離動詞と枠構造の関係（分離動詞の完成と枠構造）
そして（）として副文における分離動詞の位置も無視できないので調べて
みることにする （副文と定動詞と分離動詞）
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これらのテーマを設定し、質問した学生にも理解でき、調べられるよう今
回は図書館にあるドイツ語史、文法書、辞書、そしてインターネットで手に
入る資料を主な手ががりとして分離動詞が分離した理由と答えを語史的に調
査し、考えてみることにする。
（）はドイツ語からゲルマン語についても言及し、（）～（）は主として
ドイツ語について述べることにする。
３．１． 分離動詞の発生
図書館のドイツ語史文献の中で、分離動詞が使われている例文を最初に見
つけることができたのは、Schildt（１９９１）の中世後期になってからであった。
［１］ Marggraf Albrecht und sein Fürsten die Sagen namen Nüernberg ein .
（辺境伯アルブレヒトと彼に従う諸侯たちは、ニュルンベルクを占
領したと言っている。）12)
この時期は動詞領域では、派生という手段によって多くの分離動詞が創出
されたことが記録されている。それまではまだ非分離動詞優勢であったのが、
この頃分離動詞が前面に出てきたと言われている13)。
ドイツ語史以外の文献にあたり中世以前の古い時代で分離動詞の出現箇所
を示している例として探すことのできたのは、古期ドイツ語の文法書におい
てであった14)。
古期ドイツ語時代の高地ドイツ語には多くの分離動詞についての用例があ
るが、「ヘーリアント」や「創世記」のザクセン語には見られない15)。用例
を見ると空間関係を示す副詞や前置詞が分離動詞の前綴の要素となっている。
この時代、規定要素である前綴を動詞から分離させるか否かは、自由であっ
た。
－２６６－ 日本経大論集 第４４巻 第１号
従って、分離動詞は分離しているものもあれば分離していないものもある。
現代ドイツ語の分離・非分離動詞と異なるところは、同じ意味であるのにあ
る時は分離し、ある時は分離していなかったりしているところである16)。以
下、高橋の『古期ドイツ語文法』（１９９４）から例文を引用する。
（ペア例文の上の例が分離形で、下の例が非分離形である。）
aba-houwan（切り離す）
［２］ hou sie aba「それを切り離せ」（T.28,3）
［３］ abahio sı¯n o¯ra thazesewa「彼は彼の右耳を切り離した」（T.185,2）
fora-faran（先に行く）
［４］ thanne verit er in vora「その時、彼は彼らより先に行く」（T.133,7）
［５］ her forafuor iuwih in Galileam「彼は汝らよりも先にガリレアに行っ
た」（T.218,5）
in-gangan（入って行く）
［６］ giang mit Kriste er tho¯ fon in in thaspra¯hhu¯s in「キリストと共に彼
はその後、彼らから離れて裁判所へ入って行った」（O.Ⅳ,23,30）
［７］ ingiang er tho¯ skioro「彼はその後、直ちに入って行った」
（O.Ⅰ,4,19）
また、分離動詞が分離している場合でも前綴は文末に来ていない例もみら
れる。
widar-faran（戻っていく）
［８］ inti inan ni findanti fuorun widar zi Hierusalem inan suohenti
「そして彼らは彼を見つけず、彼を探しながらエルサレムへ戻って
いった」（T.12,3）
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［９］ inti widarfuor tho¯ ther heilant in themo megine geistes in Galileam
「そしてそれから救世主は霊の力をもってガリレアへ戻って行っ
た」（T.17,8）
zuo-gangen（やって来る）
［１０］ gieng tho¯ zuo thie costa¯ri「その時あの誘惑者がやってきた」（T.15,3）
［１１］ inti zuogieng der heilant「そして救世主がやって来た」（T.91,3）
次の二組の例は前綴が基礎動詞の前に来ていても、続き書きになっていな
い場合である。
ingegin(i)-ruafan（向かって叫ぶ）
［１２］ riaf imo al ingegini thes lantliutes menigı¯「多数のその他の人々が全
員、彼に向かって叫んだ」（O.Ⅳ,22,15）
［１３］ ingegin riaf tho¯ lu¯to heriscaf thero liuto「その時、大声で人々の群れ
が向かって叫んだ」（O.Ⅳ,24,13）
hera-queman（こちらへやって来る）
［１４］ er quam so¯ risi hera in lant「彼はそのように巨人としてこちらの地
へやって来た」（O.Ⅳ,12,61）
［１５］ ther heilant, ther thanana hera quam in lant「そこからこちらの地へ
やって来た救世主」（O.Ⅳ,4,64）
分離動詞の過去分詞の分離可能な規定要素も基礎動詞と結合する場合、基
礎動詞に先行する場合、基礎動詞に後続する場合がみられる。
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基礎動詞と結合する場合
［１６］ than thiu fu¯litha ofgiscorran wirthid「その腐敗が掻き取られる場合
に」（Pr.）
［１７］ niuwi grab, in themo noh nu¯ nioman ingisezzit was「まだ誰も入れら
れていなかった新しい墓」（T.213,1）
基礎動詞に先行する場合
［１８］ mı¯n quena fram ist gigangan in ira tagun「わが妻は彼女の日々にお
いて進んでしまった（＝年をとってしまった）」（T.2,8）
［１９］ ther sweiduah ward tha¯r funtan zisamane al biwuntan「その汗ふき布
はそこで完全に巻き合わされて見つかった」（O.Ⅴ.5.13）
基礎動詞に後続する場合
［２０］ nu¯ ther he¯ro¯sto thesses mittilgartes wirdit erworpfan u¯「今この中つ国
の君主は投げ出される」（T.139,8）
［２１］ ther selbo sweiduah in wa¯r lag gisuntoro¯t tha¯r, biwuntan tha¯r zisamane,
fon themo selben sabane「問題の汗ふき布は実際そこに、既述の亜
麻布から別にされて、巻き合わされてあった」（O.Ⅴ.6.56.57）
このように例文の中で分離動詞を見ていくと、古期ドイツ語時代の分離動
詞は、結合の型も文中における位置も一定していなかったようである。
Schmidt（２００４）は前綴による動詞として、この時代特によく用いられる
動詞 faranを挙げている。faranはきわめて多様な意味を担う３０種類の前綴添
加語をもっていた。例えば、ab-faran「立ち去る」，ana-faran「襲いかかる」，
thana-faran「そこから去る」，gi-faran「逍遥する」，hara-faran「下りてくる」，
widar-faran「～に立ち向かう」，zi-faran「溶ける」や zuo-faran「こちらへ来
る」などが見られる。
これら３０個の複合語のうち２７個までが、Notkerによって用いられており、
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さらにまたそのうちの１１個は彼の作品の中にしか現れないということであ
る17)。
同じ古高ドイツ語の作品 Otfri(e)dの「福音書」（新保訳１９９３）においては、
「ルートヴッヒ王に宛てた献呈詩」から、第５巻第２５章「この著作を終える
にあたって」まで目を通してみたら、分離動詞を２０個以上見つけることがで
きた18)。
また、同じ西ゲルマン語群に属する英語に目を移すと、古英語時代にはド
イツ語の分離前綴と似た前綴をもっている動詞が多く存在していたことが報
告されている19)。不変化詞＋動詞の数は古英語時代は現代英語よりはるかに
多く、不変化詞は次第に前の位置から後ろの位置に移動したということであ
るので20)、
upgan → ＊upgo，go up uphebban → upheave，heave up
utcuman → ＊outcome，come out utfleogan → outfly，fly out
その移行期として古高ドイツ語のように同じ意味をもつ動詞の前綴が基礎動
詞の前にあるタイプと後ろにあるタイプが並存していた時期があったであろ
うと考えられる。これについては、次のような例文を見つけることができた。
同じ作品内で同じ不変化詞が同じ動詞に前置されている例と後置されている
並存タイプの例文である21)。
（古英語 ut→中英語 out）
（A） Ac se se ðe ðone wer bricð, & ðæt wæter ut forlœt, se bið fruma ðæs
geflites.（CP 38.279.16）
（B） Se forlœt ut ðæt wæter, se ðe his tungan stemne on unnyttum wordum
lætt toflowan.（CP 38.279.13）22)
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範囲をもっと広く他のゲルマン語群にまで目を向けてみると、北ゲルマン
語群については古北欧語としてノルド祖語があるが、これについては調査し
た範囲では文献が見つからなかった。しかし、古英語の接頭辞の ut-がつい
た utlagian（to outlaw, banish, proscribe）は古北欧語からの借入用法だといわ
れているので23)、古北欧語にも複合動詞が存在していたと推測できる。更に、
ドイツ語の分離動詞の初期形態に近い、同一動詞の不変化詞前置形と後置形
の並存タイプも存在していることが分かった24)。
（A） hvé nær skaltu upp taka slikan ágætisgrip?
[＝when shall-you up take such glory-thing? ‘When are you going to
wear such a splendid piece?’] （Laxdœla saga 146.8 [1330]）
（B） ok hafði tekit upp mikit fj・lmenni
[＝and had taken up big crowd. ‘and had gathered a big crowd’]
（Laxdœla saga 160.14[1330]）25)
東ゲルマン語群に属しドイツ語より古いといわれているゴート語にも不変
化詞＋動詞の複合語は多数存在していたことが分かった。確認した辞書の見
出し語の説明では、動詞＋不変化詞のタイプより不変化詞＋動詞のタイプの
方が多かったようである。
例えば、Mœso-Gothic Glossary（１８６８）から動詞 gaggan（to gang, go, go one’s
way）に記載されている複合動詞と動詞句を拾ってみると次のようなものが
ある。
（複合動詞）
ga-gaggan（to come together, resort），af-gaggan（to go away, depart），afar-
gaggan（to go after, follow），mith-afargaggan（mith＝with, amongst ; afar-
gaggan＝to go after, follow），ana-gaggan（to come after, be future / G. an-
gehen），at-gaggan（to go to, come），du-at-gaggan（to go to），inn-at-gaggan
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（to enter, enter into, go into），faúr-gaggan（to go by, pass by），faúr-bi-
gaggan（to go before, precede），faúra-gaggan（to go before, rule over），inn-
gaggan（to go in, enter），mith-gaggan（to go with），thaírh-gaggan（to go
through, come through），ufar-gaggan（to go over, transgress），us-gaggan（to
go out, come out），ut-gaggan（to go out, come out），withra-gaggan（to go
to meet）
（動詞句）
gaggan afar（to go after, follow）
上の例を見れば分かるように、複合動詞の中の afar-gagganと、動詞句と
して挙げている gaggan afarは同じ意味で、まさにドイツ語の分離動詞の初
期タイプである不変化詞＋動詞と動詞＋不変化詞の並存形であるといえるで
あろう。また、ana-lagjanのもう一つのタイプである動詞＋不変化詞のタイ
プも同辞書の中にあった。
（不変化詞＋動詞） （動詞＋不変化詞）
afar-gaggan ⇔ gaggan afar（to go after）
ana-lagjan ⇔ lagjan ana （to lay upon）
その他、別の辞書の A comparative glossary（１８８７）には gagganと次のよ
うな前置詞や副詞との動詞句的な表現が紹介されている：ana, du, faírra,
faúra, fram, hindar, in, miþ(th), þ(th)aírh, inna。ということは、不変化詞 ana,
faúra, in, miþ(th), þ(th)aírh, innaは上例 gaggan複合動詞の第一構成要素にも
なっており、これらのペアは共にドイツ語の分離動詞の初期形態である不変
化詞＋動詞と動詞＋不変化詞のペアを構成していることになる。
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（不変化詞＋動詞） （動詞＋不変化詞）
ana-gaggan ⇔ gaggan ana（to come after）
faúra-gaggan ⇔ gaggan faúra（to go before）
inn-gaggan ⇔ gaggan in(na)（to enter）
mith-gaggan ⇔ gaggan mith（to go with）
thaírh-gaggan ⇔ gaggan thaírh（to go through）26)
分離動詞の発生に関するこれまでに得た調査内容をまとめることにする。
古期ドイツ語時代に同一動詞の形態として不変化詞＋動詞と動詞＋不変化詞
という並存タイプが存在していたということが分かった。この頃はまだ不変
化詞が後置している場合でも不変化詞は文末に来ていない例もみられた。ド
イツ語と同じ西ゲルマン語群に属する英語にも、また北ゲルマン語群にもド
イツ語の古期時代の分離動詞と類似した並存タイプをもった動詞が存在して
いたことが分かった。不変化詞＋動詞と動詞＋不変化詞という並存タイプを
もっている複合動詞を分離動詞の初期形態であるとすれば、ドイツ語の場合
は古期ドイツ語時代、英語は古英語時代そして北欧語では古北欧語時代まで
はその存在を確認できたといえよう。更にもっと古い東ゲルマン語群に属す
るゴート語にも、辞書からではあるが、不変化詞＋動詞と動詞＋不変化詞と
いう分離動詞の両方のタイプが存在していたというところまで確認できた。
ゴート語は現在は使われていないゲルマン語として知られているが、現在
まで存続していれば、これらの複合動詞が現在のドイツ語の分離動詞あるい
は英語の句動詞のように発展していった可能性は考えられる。
この時代以前に、あるいはもっと古いゲルマン祖語時代にまで遡り、不変
化詞と動詞の並存タイプをもった分離動詞が既に存在していたかどうかは、
文献制約上の問題もあり、今回の調査ではこれ以上詳しいところまでは示せ
なかった27)。
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３．２． 分離動詞の生成過程における変化と成立
３．２．１． 調査前段階の推定
では、どうして現在のドイツ語に特徴的な前綴後置の分離動詞というもの
が生まれたのであろうか。ここで問題となってくるのが語順である。分離動
詞となって動詞が前後に分かれる可能性としては次の三つのパターンが考え
られる。
①動詞部後置 ⇒ 定形第二位 ＝ 前綴と基礎動詞の分離
②定形第二位 ⇒ 動詞部後置 ＝ 前綴と基礎動詞の分離
③定形第二位 ＋ 動詞部後置 ＝ 前綴と基礎動詞の分離
①は、まず、動詞部が文末へ移動し（後置）、その後、基礎動詞のみ第二
位へ移動する（定形第二位）。その結果、前綴と基礎動詞の分離が生じると
いう動きである。
②は、まず、基礎動詞のみが文章の二番目の位置に定着し（定形第二位）、
その後、他の動詞部が文末へ移動する（後置）。その結果、前綴と基礎動詞
の分離が生じるという動きである。
③は、基礎動詞のみが第二位へ移動（定形第二位）し、同時に他の動詞成
分は文末へ移動する（後置）。その結果、前綴と基礎動詞の両成分は少しず
つ離れて分離が生じるという動きである。
これらのいくつかの可能性が考えられるが、調査の前段階において、語順、
統語に関する研究論文の存在を知り、その中のいくつかについては目を通す
機会があった。
それらから得られた語順、統語に関する情報の中で、河崎（１９９７）の論文
から定形の位置と移動に関係する要点を挙げれば次のようになる。
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（イ） ゲルマン祖語においては、近年の理論的研究によって裏づけされて
きているように、定形後置が通常の語順であった。（SOV＝定形後
置）
（ロ） それから、定形が第二位へ移行し、定形を修飾する文肢の配列に関
して二つの可能性が生じた。（SVO＝V2語順）
一つは英語に代表されるような動詞に関係のある語順が前に来る配
列であり、もう一つはドイツ語に代表されるような修飾語は元の位
置にとどまり、定形のみが移行する配列である。
（ハ） この二つのケースのうち、ゲルマン語という自然言語で在証される
後者のケースにおいて分離構造が生じる28)。
（ロ）について補足すると、理解しやすい例として河崎は次のような一組の
例文を挙げている。
Mary gave
０
the money
１
to her friend
２
in her room
３
yesterday
４
.
Maria gab
０
gestern
４
in ihrem Zimmer
３
ihrem Freund
２
das Geld
１
.
「メアリ（マリア）は、昨日部屋で友人にお金をあげた。」
英語も現代英語では SVOとなっているが、古英語時代は主節では SVO、
従属節では SOVという語順が規則的であった。その後、古英語末期になる
と、従属節も SVOに固定されていったということである。また、語順の固
定化については、宮前（１９９７）は次のように言っている。
名詞の格がその語尾によって明示されている場合には語順は比較的自由で
も意味の混乱を招かないが、格語尾が失われてしまうと、どれが主語でどれ
が目的語か語順によってしか判断できなくなる。その結果、語順が固定され
る必要が生じる。こうして、古英語では、主節では SVO、従属節では SOV
分離動詞とその発展史についての考察 －２７５－
という語順が徐々に規則的になり、さらに古英語末期になると従属節中でも
SVO に固定されていった 29)。
そこで、このような研究報告をもとに、次の①～④の順序で初期の分離動
詞が現在の分離動詞の位置へと変化していった過程を推定してみた。
①ゲルマン祖語から、定形後置という通常の語順があった。
②ドイツ語も動詞と関係のある成分は動詞の近くの後ろの方へに移動する
という傾向があった。（SOV＝定形後置）
③その後、定形が主文において第二位へ移行するという動きが生じ、動詞
が二番目の位置に移動することになった。（SVO＝V2語順）
④分離動詞も同様にこの統語現象の流れに影響をうけたが、これにより結
びつきの弱い分離動詞は前綴りが元の位置の文末に留まり、動詞が定形
第二位の位置に移動して前後に分離するようになった。
このような順序で変化が起こっていったと仮定すれば、論理的で非常に理
解しやすい過程となるため、この段階では分離動詞は恐らくこういう順序で
変化し、推移して行ったであろうとみなしていた。
しかし、一見完成されたようなこの順序でもまだ理解できないことが残っ
ている。それは、定形第二位という現象が主文では起こって、副文では、な
ぜそれが起こらなかったのかということである。
まだ問題は存在するにしても、これによって分離動詞の形成過程がある程
度把握できたということで、次は、これらのことにいて実際の文献や例文に
あたって確認作業をしてみることにする。
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３．２．２． 語順と定動詞の位置
「何故、分離動詞となったのか」、「どうして今のような分離動詞の位置に
なったのか」について確認調査するために、語順と主文、副文の動詞の位置
について歴史的な流れを調べてみることにした。参考としたのは、語史文献
でこれらについて比較的詳しく説明されている Schildtの「ドイツ語史」
（１９９１）である。
まず、分かりやすいように Schildtの時代区分と一般的な時代区分を比較
し、次に各時代の語順と動詞の位置についての関係箇所を紹介することにす
る。
（Schildtによる時代区分） （一般的な時代区分）
５００～１０５０年 初期中世ドイツ語 → 古高ドイツ語
１０５０～１２５０年 盛期中世ドイツ語 → 中高ドイツ語
１２５０～１５００年 後期中世ドイツ語 → 後期中高ドイツ語
１５００～１８００年 初期近代ドイツ語
１８００～１９５０年 近代ドイツ語 → 新高ドイツ語
１９５０～現代 現代ドイツ語
〈ゲルマン語時代〉
（語順）
語順や文肢の配列については、とりわけ文のリズムにかかわる条件が、
何といっても決定的なものであった。この文のリズムという観点から語
や文肢の配列は比較的自由であった。
（ヨアヒム・シルト橘訳１９９１ S．２４）
（主文と動詞の位置）
ゲルマン語の文構造と文肢について現在知られていることは、インド・
ゲルマン語の場合と同様にきわめて不充分である。（同 S．２３）
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（副文と動詞の位置）
多くの種類の副文が形成されるのにともなって、しだいに主・従属関係
の形式、すなわち複合文が発達してきた。
しかし、今日のドイツ語の実際と比較すると、並列文が圧倒的に多かっ
た。（同 S．２４）
〈初期中世ドイツ語時代〉
（語順）
主文における定動詞第二位、副文では、すでに定動詞の後置がみられる
が、文中の定動詞の位置は、まだ確定していなかった。（同 S．５１‐５２）
（主文と動詞の位置）
平叙文では、すでに現代ドイツ語の典型的配置と同様に、定動詞が第二
位に配置されていた。（同 S．５１）
［２２］ ik gihorta dat seggen.「私は、それが言われるのを聞いた。」（『ヒル
デブラントの歌』。以下、例文の出典は同じ。）（同 S．５１）
しかし、これと並んでまた、定動詞を文頭に配置することもできた。
［２３］ araugta sih imo thie engil.「彼の前に天使が現れた。」（同 S．５２）
（副文と動詞の位置）
この時期に使われ始めた副文では、すでに定動詞は文末配置された。
［２４］ thaz si iro namon breittin .「彼らは彼らの名前を広めるために。」
（同 S．５２）
しかし、定動詞の位置は、必ずしも、文末に固定された状態ではなかった。
［２５］ into fuorun alle, thaz biia¯hin thiono¯st iogiuuelih in sinero burgi.
「全ての人が、僕であることを告白するために、その場を立ち去り、
一人残らず市へ行ってしまった。」（同 S．５２）
－２７８－ 日本経大論集 第４４巻 第１号
〈盛期中世ドイツ語時代〉
（語順）
この時代になってもまだ、文肢の配列には規則性が確立されていなかっ
た。（同 S．７８）
大部分の韻文で書かれている文献では、文肢の配列は、韻律構成と押韻
によって左右された。（同 S．７８）
（主文と動詞の位置）
平叙文では、定動詞は今日のドイツ語と同じようにすでに多くの場合、
二番目の位置を占めた。
［２６］ ich saz uf eime steine.「私は石の上に座っていた。」
（ヴァルター・フォン・デア・フォーゲルヴァイデの詩）（同 S．７８）
しかしまた、定動詞の前にいくつかの文肢が配置されている文もあった。
［２７］ Volker der snelle
zuo des sales want sinen schilt den guoten
leint er von der hant
「勇敢なフォルカーは、自らの立派な楯を下に置いて」（『ニーベル
ンゲンの歌』）（同 S．７８）
『ニーベルンゲンの歌』では、平叙文における定動詞の文末配置の例も
豊富にみられる。
［２８］ den ger im gein dem herzen stecken er do¯ lie.
「彼は胸に槍が刺さったままにした。」（『ニーベルンゲンの歌』）
（同 S．７８）
（副文と動詞の位置）
導入の副文では、定動詞は現代ドイツ語と同様にすでに文末に配置され
ることが多くなっていた。
［２９］ do¯ im der seiten dönen
so¯ suozlich erklanc
「彼は提琴をこの上もなく
優しく奏でて語ったとき」（『ニーベルンゲンの歌』）（同 S．７８‐７９）
分離動詞とその発展史についての考察 －２７９－
同時にまた定動詞が他の位置にきている副文もあった。
［３０］ daz von der wunden spranc daz bluot im von dem herzen vaste an die
Hagenen wat
「そり結果、胸の傷から吹き出た血が危なくハーゲンのガウンに付
くところであった。」（定動詞が第二位に配置されている例）（『ニー
ベルンゲンの歌』）（同 S．７９）
いろんな種類の従属接続詞が使われるようになり、dazの使用範囲も広
がった。付加語文は、関係代名詞 der，das，diuによって導かれた。
［３１］ wir vinden ir vil wenic, die türren uns bestan
「あえてそれを引き受けようという者は、ごく僅かしかいなかっ
た」（『ニーベルンゲンの歌』）（同 S．８０）
〈後期中世ドイツ語時代〉
（語順）
文肢は、その存在価値とコミュニケーション上の重要度に応じて定動詞
の近くに配置され、情報価値の最も高い語は、平叙文では文末に配置さ
れるようになった。（同 S．１０３）
（主文と動詞の位置）
一定の文肢についてその配列の法則性が確立される傾向は、さらに進ん
だ。こうして、例えば、定動詞は平叙文にあってはしだいに第二位を占
めることが多くなっていった。（同 S．１０３）
（副文と動詞の位置）
後期中世ドイツ語の時代に、複雑な事実関係を一つの文章で表現する技
法が発達した。多様なタイプの副文から構成される文肢の割合が増えた
のである。（同 S．１０３）
－２８０－ 日本経大論集 第４４巻 第１号
〈初期近代ドイツ語時代〉
（語順）
１６世紀には、単文に対して、さまざまな副文を伴う複合文の割合がさら
に増加した。（同 S．１５３）
複雑な構造の文の形式との関係で、独立文と従属文の導入部にさらに多
くの接続詞が用いられるようになった30)。（同 S．１５３）
（主文と動詞の位置）
１６世紀には、主文と副文における定動詞の位置が確定した。一般に定動
詞は、平叙文では第二位を占めるようになった。（同 S．１５３）
（副文と動詞の位置）
１６世紀には、主文に結び付けられた副文においては、定動詞が文末に配
置されることが次第に多くなった。（同 S．１５３‐１５４）
１７世紀には、定動詞の文末配置は、主文に結合された副文の構造的特徴
となると同時に、統一共通文語の規範のひとつとなった。（同 S．１５４）
３．３． 分離動詞の完成と枠構造
Schildtのドイツ語史から時代区分と定動詞の位置について分かることは、
主文における定動詞の位置はゲルマン語時代に知られていることは不充分で
あり、古高ドイツ語（Schildtの区分では初期中世ドイツ語）では現代ドイ
ツ語同様、定動詞が第二位に配置されていた。しかし、定動詞の文頭配置や
それ以外の配置も見られる。中高ドイツ語時代（Schildtの区分では盛期中
世ドイツ語時代）では、現代ドイツ語同様多くの場合二番目の位置を占めて
いた。しかしまた、定動詞の前にいくつかの文肢が配置されている文が見ら
れたり、主文における文末配置も豊富である。
後期中高ドイツ語時代（Schildtの区分では後期中世ドイツ語時代）にな
ると主文における定動詞の位置は、次第に第二位を占めることが多くなって
いった。こうして、新高ドイツ語時代（Schildtの区分では初期近代ドイツ
分離動詞とその発展史についての考察 －２８１－
語時代）には主文、副文における定動詞の位置は確定し、主文では第二位を
占めるようになった。このように、主文における定動詞の位置は、第二位へ
の傾向が早い時期から見られるものの、過去に遡れば遡るほど不安定で揺れ
ていた様子が窺われる。
例文［２３］において、古高ドイツ語時代（Schildtの区分では初期中世ドイ
ツ語時代）に定動詞が文頭に配置されている例が見られるし、また、次のよ
うな例もある。
（定形第二位）
［３２］ allera worolti ist er lı¯b gebenti.「全世界に彼は生命を与える」
（O.Ⅰ.5,31）
（定形が第二位以降に位置する）
［３３］ thie fordoron bı¯ barne wa¯run chuninga alle「先祖達は代々全て王で
あった」（O.Ⅰ.5,8）
（定形が文末に位置する）
［３４］ ik mı¯ de¯ o¯dre we¯t「我は他の人々を知っている」（HL.11）
分離動詞の基礎動詞の位置も定動詞としてこれと同じ動きをしていたもの
と思われる。分離動詞の定動詞が文頭に来ている例は例文［２］、［６］、［１０］、
［１２］など。第二位に位置している例は、例文［４］、［１４］。後ろに位置してい
る例は、例文［８］。
中世ドイツ語時代（Schildtの区分では盛期中世）も定動詞の位置が二番
目に来ている例が例文［２６］で確認できる。定動詞の前にいくつかの文肢が来
ている例は例文［２７］、主文における文末配置については例文［２８］で見ること
ができる。
同様に、分離動詞の基礎動詞の位置もこの時代上述の定動詞と同じように
様々な位置を占めていたものと思われる。下の例文は『中高ドイツ語小辞
典』（１９９１）からのものである。
－２８２－ 日本経大論集 第４４巻 第１号
（定形第二位）
［３５］ der roc suohte allenthalben an〈an suochen順応する〉「ローブ（〈注〉
竹の長いワンピースの婦人服）はどこも体にぴったりと合ってい
た。」（同 S．１９）
（定形が第二位以外に位置する）
［３６］ die übermüeten degene ein ander sa¯hen si an〈an sehen見る〉「大胆な
勇士たちは互いに顔を見合わせた」（同 S．１８）
［３７］ ir begunde ir herze quellen, ir süezer munt u¯f swellen〈u¯f swellen（激
しい感情・興奮によって）ふくれる〉「彼女（＝イゾルド）は胸が
いっぱいになり、愛らしい口がふくらんだ。」（同 S．５７２）
［３８］ die snellen Burgonden sich u¯z huoben〈u¯z heben出発する＞「勇まし
いブルゴンド勢は（エッツェル王の国を目指して）旅に出た。」（同
S．５９７）
分離動詞の前綴の位置については Schildt分類の時代ごとの語順が参考と
なる。ゲルマン時代には、語順や文肢の配列については、とりわけ文のリズ
ムにかかわる条件が決定的なものであった。文のリズムという観点から語や
文肢の配列は比較的自由であった。中高ドイツ語時代（＝Schildtの盛期中
世ドイツ語時代）になっても、文肢の配列には規則性が確立されていなかっ
た。韻文では、文肢の配列は、韻律構成と押韻によって左右された。後期中
高ドイツ語時代（＝Schildtの後期中世ドイツ語時代）には、その存在価値
とコミュニケーション上の重要度に応じて定動詞の近くに配置され、情報価
値の高い語は、平叙文では文末に配置されるようになった。
例文［２］、［４］、［８］のように、文献で確認した古高ドイツ語時代の分離
動詞の位置は種々であった。中世に入っても文肢の位置は韻律構成と押韻に
よって左右されることが多く、前綴の位置もまた種々のケースがあったよう
である。例文は同じ『中高ドイツ語小辞典』（１９９１）からのものである。
分離動詞とその発展史についての考察 －２８３－
（前綴が文末に位置する）
［３９］ swenne ich nu valsch gelerne, so hebt mirn u¯f〈u¯f heben j3に対して et4
を責める〉「私（＝ジグーネ）がいま不実を行っているとするなら、
あなた（＝パルチヴァール）は私をそのことで責めてください。」（同
S．５７１）
（前綴が文末以外に位置する）
［４０］ so¯ ke¯rte in aber an Minne〈an ke¯ren～を襲う〉「するとまたも愛の女
神が彼を襲った。」（同 S．１７）
［４１］ Marke kam in（＝sı¯n vient）an mit starker wer〈an komen j4に近付く〉
「マルケ王は強力な防衛軍をもって敵に立ち向かった」（同 S．１７）
［４２］ wie saelecliche ste¯t im an allez daz, daz er bega¯t!〈an sta¯n似合う〉
「彼のすることはすべてなんと素晴らしく彼に似合っていることで
しょう。」（同 S．１９）
［４３］ die starken untriuwe begonden tragen an die ritter〈an tragen行う，企
てる〉「騎士たちはひどい裏切りを企てた。」（同 S．１９）
［４４］ wie sı¯t ir mich gevallen an mit also¯ maneger arbeit!〈an vallen不意に
やって来る〉「そなたたちはどうしてこんなに多くの苦悩をもって
私の所にやって来るのだろう」（同 S．２１）
［４５］ gehabt u¯f des strı¯tes〈u¯f gehaben et2を中止する〉「（ブルゴントの一
族郎党よ、）戦いを中止してくれ」（同 S．５７１）
後期中高ドイツ語時代に入ってからは、情報価値の高い語は主文で文末に
配置されるようになったということであるため、この頃には前綴の位置も文
末の位置に落ち着いてきたと考えられる。
このように、文献による解説や例文を参考とすることによって、分離動詞
の古代から現代に至る成立過程を次のように推察する。
この３．２．節で調べたかったことは、ドイツ語の分離動詞は平叙文で何故基
礎動詞は第二位に、前綴は文末の位置にくるのかという問題であった。３．２．１．
－２８４－ 日本経大論集 第４４巻 第１号
で既述のように調査の前段階で大まかな予測をしていた。それを再確認する
と下の①～④のような順序であった。
①ゲルマン祖語から、定形後置という通常の語順があった。
②ドイツ語も動詞と関係のある成分は動詞の近くの後ろの方へに移動する
という傾向があった。（SOV＝定形後置）
③その後、定形が主文において第二位へ移行するという動きが生じた。
（SVO＝V2語順）
④分離動詞も同様にこの統語現象の流れに影響をうけ、基礎動詞が定形第
二位の位置に移動して前後に分離するようになった。
しかし、歴史書、文法書、辞書による解説や例文を参考とすることによっ
て、３．３．で述べてきたようなことが分かり調査前段階の順序に修正を加える
必要が生じた。調査結果から実際の分離動詞の発展の動きは下のような動き
になっているのではないかと考えられる。
（１） ゲルマン祖語から定形後置の動きがあった。
（２） 動詞と関係のある成分も後ろに移動するという傾向があった。
（SOV＝定形後置）その傾向は初期の頃から、現在まで続いている。
（３） その後、定形が主文において第二位に移動するようになった。
（SVO＝V2語順）
（４） 結果的に結びつきの弱い分離動詞は（２）と（３）の動きに影響され前
綴りと動詞が前後に離れて行き、現在の位置に定着するようになっ
た。
この番号は歴史的に発生が早いと思われる順番にはなっているが、分離動
詞の形成過程の順ではない。分離動詞の形成過程において、実際には（２）と
（３）の過程は同時進行していったと解釈できる。つまり、調査前段階におい
分離動詞とその発展史についての考察 －２８５－
ては分離動詞は（２）の傾向がある程度確立し、動詞の位置が文末に収まった
後、定形第二位の動きを予測していたのであるが、実際はそのような動きで
はなく、（２）と（３）の動きは同時に進行していたと思われる。
（２）と（３）が同時進行して行った結果、枠構造という統語現象が完成する
のである31)。現代ゲルマン語ほど顕著ではないが古文献においてすでに枠構
造への傾向はゲルマン語全体に拡がっていたという研究発表もあるので、ド
イツ語の性格に内在している枠構造化への底流は古ゲルマン語の時代から
あったようである。最終的には、調査前段階に予測した結果とは少し異なる
結果になった。
Schildtも後期中世ドイツ語時代の説明文の中で、このようにして、しだ
いに枠構造が形成されて行ったと言っているので、このことはこの調査の結
果と大きく相違していないことを意味しているのではないかと思われる。彼
は二つの要素が多少にかかわらず他の文肢を包み込むようになった結果完成
された枠構造の例として３．１で示した例文［１］を挙げているのである。
（基礎動詞＋分離前綴）
Marggraf Albrecht und sein Fürsten die Sagen namen Nüernberg ein .
「辺境伯アルブレヒトと彼に従う諸侯たちは、ニュルンベルクを占領した
と言っている。」
３．４． 副文と定動詞と分離動詞
古高ドイツ語時代（Schildtの区分では初期中世）に使われ始めた副文で
は、例文［２４］、そして下の例文［４６］、［４７］のようにすでに定動詞文末配置が
見られる。
（古期時代の定動詞後置）
［４６］ werdar sih hiutu dero hregilo hru¯men muotti「今日これらの鎧を自慢
することができるのか否か」（HL.58）
－２８６－ 日本経大論集 第４４巻 第１号
［４７］ thafon Macedoniu ther liut in giburti gisceidine¯r wurti「マケドニアか
らこの民族が誕生の際に分けられたこと」（O.Ⅰ,1,91.92）
しかし、定動詞の位置は、必ずしも、文末に固定された状態ではなかった。
この定動詞文末配置以外の例は、Schildtの例文［２５］の他に高橋の『古期ド
イツ語文法』（１９９４）にも見られる。
（定動詞が文中に位置する）
［４８］ dat Hiltibrant hœtti mı¯n fater「わが父がヒルティブラントと呼ばれて
いたこと」（HL.16）
［４９］ thaer ist io in no¯ti gote thiono¯nti「彼がいつも熱心に神に仕えてい
ること」（O. L.66）
（定動詞が前置する）
［５０］ fliuhit er in then se¯, tha¯r giduat er imo we¯「もしも彼が海の中へ逃げ
ても、そこで彼は彼に苦痛を与える」（O.Ⅰ,5,55）
中高ドイツ語時代（Schildtの区分では盛期中世）の副文では、定動詞は
現代ドイツ語と同様にすでに文末に配置されることが多くなっていた。例文
［２９］。同時にまた例文［３０］のように定動詞が他の位置にきている副文も見ら
れる。
分離動詞を見てみると『中高ドイツ語小辞典』（１９９１）には分離動詞も同
様文末の位置にきていない例、あるいは前綴と基礎動詞が分離したままの例
が見られる。
（分離動詞が文末に位置しない）
［５１］ du muost in verkiesen, daz er dir immer bı¯ wone deheiner dienste〈bı¯
wonen j3のそばにいる〉「彼にあなたのおそばで何らかの奉仕をさ
せようなどということは断念して下さい」（S.77）
分離動詞とその発展史についての考察 －２８７－
（分離動詞が分離している）
［５２］ ez enist dekein man, der sich hier umbe iht nimet an〈an nemen敢え
て～する〉「不遜にもここでこのようなことをするような人はいな
い」（S.18）
（前綴りが文末にきている）
［５３］ als er des lı¯mes danne entsebet und er sich u¯f ze flüte hebet〈u¯f heben
（再）飛び立つ〉「それ（＝小鳥）はやがて鳥もちに気付き、逃れ
ようとして飛び立つ時には」（S.571）
［５４］ diu hoehe deist der ho¯he muot, der sich u¯f in diu wolken tuot〈u¯f tuon
（再）高く昇る〉「（愛の洞窟の）高さは雲の中まで昇っていく高揚
した気持ちを表す」（S.572）
このように副文における定動詞の位置についても、古い時代から例文を見
ていくと、ゲルマン語においては定形後置が通常の語順であるといわれては
いても、最初から文末の位置に固定していたということではなく、主文同様
徐々に現在の位置に落ち着いてきたようである。
Schildtによると、主文に結び付けられた副文においては、１６世紀には定
動詞が文末に配置されることが次第に多くなり、１７世紀には、定動詞の文末
配置は、主文に結合された副文の構造的特徴となると同時に、統一共通文語
の規範のひとつとなった、ということである。
ドイツ語の場合、副文において定形後置が固定化することによって分離動
詞の前綴と基礎動詞は結合することになる。
［５５］ Der sich immer wieder für mich einsetzte, war mein Freund Peter.〈ein-
setzen（再）力を尽す〉「私のためにたびたび尽してくれたのは友人
のペーターです」（『マイスター 独和辞典』１９９２．S.308）
［５６］ Kaum hatte sie sich umgezogen, als der Besuch eintraf.〈ein-treffen 到
着する＞「彼女が着替えを終るか終らないうちにもう客が到着し
た」（同 S.49）
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ドイツ語を含めある種のゲルマン語は、このように主文と副文で語順が異
なるため、同じ動詞が文の種類によって分離したり分離しなかったりするこ
とがある。これによってまた、解決する必要のある次の課題が発生すること
になる。それは、３．２．１．の調査前段階で分離動詞と語順の関係について論じ
た際に提起した、「定形第二位という現象が主文では起こって、副文では、
なぜ起こらなかったのか」という問題である32)。
この問題については、その後研究論文の中にそのいくつかの説を見つける
ことができた33)。ここではこれ以上詳しく追究しないことにする。
４．発展過程の補足と今日の課題
第３章までに見てきたように、分離動詞の生成・発展は初期ゲルマン語時
代においては句動詞の発展と未分化な形で進みながら、分離動詞の第一構成
要素はある時は前綴りとして枠構造の構成に貢献したり、またある時は句動
詞の一構成要素となったり、あるいは消滅したりしていった。何れにせよ、
ゲルマン諸語の分離動詞はそれぞれの過程を経て現在のような動詞となって
いることが理解できた。
また、現代から分離動詞を振り返って見ると、ドイツ語においては補足し
ておかなければならない重要とおもわれる種々の問題もあることに気づいた。
その中から取り敢えず本稿では、二つのことだけ付言しておきたい。一つ
は、時代が分離動詞の発展にどのように貢献したかについての歴史的な補足
説明である。そして、もう一つは、正書法改正と分離動詞にまつわる所々の
問題と今日の課題である。
４．１． 生成・発展における時代の貢献
ドイツ語史を名詞や動詞などの新造語の生成史として見ていくと、新造語
が誕生するためにはその時代の意識、特別な契機、内面的欲求、社会的背景、
分離動詞とその発展史についての考察 －２８９－
当時の思潮や他の思潮への影響などそれ相応の理由が存在していたことを知
ることができる。ここでは、古高ドイツ語時代から初期近代ドイツ語に至る
までの時代と新造語生成の関係を、語史から読み取れる範囲で34)、殊に分離
動詞と関係している造語方法や複合語、派生語に触れている箇所を中心に時
代ごとに要点のみを拾ってみることにする。
〈古高ドイツ語時代〉
古高ドイツ語時代のドイツ語の造語に関しては、古い時代から用いられた
造語法、つまり、複合、接頭辞や接尾辞の添加という派生方法が受け継が
れ、さらに発展していくことになる。接頭辞添加という造語が最も顕著に
みられるのは動詞である。動詞に関してはこの時代には３０種類の前綴が見
られる。分離前綴りとしては例えば、aba-，ana-，a-，fora-，fram-，hera-，
in-，ingegin-，nidar-，thana-，u¯f-，umbi-，u¯-，widar-や zuo-などがある。
Schmidt（２００４）によると最も頻繁に用いられた動詞前綴は、bi-，er-/ar-/ir-
/ur-，fir-/far-/fer-/，ga-/gi-/ge-，int-や missi-である。
また、例えば、-unga，-nissi，-o¯t(i)，-ı¯，-idi/-ida，-tや-ı¯g/-ig/-ag/-eg，-isc，-i
などの名詞や形容詞の古い接尾辞が新しい造語のために多く用いられた35)。
〈盛期中世および後期中世ドイツ語時代〉
中高ドイツ語時代の宮廷文学では造語を好む傾向が強く、多数の新しい複
合語、派生語が見られる。
この時代に、minnekraft（愛の力），wortheide（言葉の荒野），wunschleben
（理想の生活），trügevreude（偽りの喜び）などの複合語が誕生した。
動詞としては、durchzieren（飾り立てる），entherzen（おじけさせる），über-
zaln（よけいに支払う）などが挙げられる36)。
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後期中世ドイツ語時代には複合という造語手段によって名詞領域では、新
しい語彙が作り出された37)。
派生という造語手段としては、-heit，-keit，-nisse，-ungeなどの派生語尾
を使った新しい抽象名詞の創出がさかんとなった。これらは殊に神秘主義
の著作物のなかに見られる38)。
動詞領域でも、派生という手段によって新しい動詞が創出された。従来は
まだ接頭辞 be-，ge-，ent-，er-，ver-，zer-を有する非分離動詞が優勢であっ
たが、この頃には前綴 durch-，ein-/in-，über-，u¯z-/aus-，zuo-/zu-，under-/unter-，
u¯f-/auf-，ab(e)-，an(e)-を有する分離動詞が前面に出てきた39)。
durch-ga¯n＞nhd . durch-gehen（通り抜ける），
in-bilden＞ein-prägen（刻印する），
über-vliezen＞über-fließen（溢れ出る），
uz-vliezen＞aus-fließen（流れ広がる），
zuo-vließen＞zu-fließen（注ぎ込む）40)
〈初期近代ドイツ語時代〉
中世末期にはさまざまなの職業の特殊語や専門語彙に属する語が多く見ら
れるようになった。この頃登場した職業語には鉱夫語、狩猟語、兵隊語、
法律語などが知られている。
複合動詞としては、berücken（魅惑する＜狩猟語），ein-kreisen（包囲する＜
狩猟語），nach-stellen（待ち伏せする＜狩猟語），nach-spüren（追跡する＜
狩猟語），auf-schieben（延期する＜法律語），sich beziehen（～を引き合い
に出す＜法律語），überzeugen（納得させる＜法律語），sich entschuldigen
（釈明する＜法律語），verantworten（責任を負う＜法律語）などがこの頃
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に由来すると考えられる41)。
新しい名詞はとりわけ複合という手段によって創出された。新しい語彙の
獲得の際、初期近代ドイツ語では、派生という手段も用いられた。
１７世紀および１８世紀、宗教的内面の深化を求めた敬虔主義の改革運動と共
に現れた文書の中に、すでに後期中世ドイツ語時代の神秘主義の書物のな
かでも用いられていたような派生語が生み出される。名詞については、語
尾-ung，-heit，-keitによる派生語が、形容詞では-lichに終わる語が増えた42)。
動詞の造語の中で特徴的なのは、接頭辞造語および、第一構成要素に副詞
を持つ複合語である。１７世、１８世紀の間にも、動詞の造語体系の拡張は進
み、第一構成要素の種類は増え、その数は目立つほどの多さになってきた43)。
敬虔主義に見られる典型的な動詞についても、その見本となる形はすでに
神秘主義の書物の中に存在していた。非分離前綴 er-と共にとくに分離・
非分離前綴 durch-が用いられた。
er-：erdürsten（ひどく喉が渇く），errufen（叫び声をあげる），erschmecken
（味わう），erschreien（声を出す），erweinen（涙を流す）
durch-：durchdringen（〈分離〉侵入する；〈非分離〉貫通する），durchfeuern
（興奮させる，激昂させる），durchgehen（〈分離〉通過する；
〈非分離〉歩き回る），durchglühen（〈分離〉十分灼熱させる；
〈非分離〉燃え立たせる），durchhitzen（〈分離〉十分熱する；
〈非分離〉暖める，durchnetzen（〈非分離〉完全に湿す）44)
内面の深奥部にまで達した宗教的感性を表現するため、その手段として分
離前綴り an-，ein-/hinein-，empor-，entgegen-，hin-，nach-，zu-の付いた動
詞が用いられた。これらの複合語を使用することで、共通文語は再び生き
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生きしたものになると同時に、より具象的で表現力に富んだものとなっ
た45)。
ein-：ein-drücken（押印する），ein-fließen（注ぎ込む），ein-leuchten（〈光
が〉差し込む）
hinein-：hinein-senken（中に沈める），hinein-pflanzen（植え込む）46)
また、その他にこの時代現れた前綴りとして Schmidtは、ab-，aus-，ent-
なども入れている。
ab-：ab-lauben（木の葉を落とす），ab-legen（脱ぐ），ab-riechen（蒸発さ
せる）
aus-：aus-ackern（鋤き終わる），aus-bangen（苦痛を取り除く），aus-hellen
（明るくなる）
ent-：entadeln（貴族の身分を奪う），entlodern（燃え立つ），entnebeln（霧
をのぞく）47)
１８世紀後半にますます使われるようになった entgegen-による造語には、
コンテキストにより異なるニュアンスが見て取れる。
（空間の動き）
entgegen-eilen（急いで迎えに行く），
entgegen-fahren（乗り物で迎えに行く）
（対立・反対）
entgegen-setzen（対抗させる），entgegen-stehen（対立している）
（音響的なもの）
entgegen-donnern（〈～向かって〉大声で怒鳴る），
entgegen-jauchzen（歓声を浴びせる）48)
分離動詞とその発展史についての考察 －２９３－
この種の造語による意味の推移と Klopstockの詩との関連を Schmidtは指
摘している。entgegen-を使った動詞には空間的な意味の代わりに、心的なら
びに精神的に迎え入れる行為が示されている49)。
entgegen-hören（耳を傾ける），sich entgegen-freuen（喜びを受ける），
entgegen-segnen（祝福を受け入れる），entgegen-sehnen（憧れを受ける）
Goetheの語彙にも、例えば１２０以上の entgegen-による造語と１６０以上の ent-
による造語、更に、aus-に至っては３８０もの造語が見られるということであ
る50)。
Erbenによると、特に敬虔主義と Klopstockにつながる１８世紀の文学語の
刷新運動が、今日の造語における前綴体系の構造的で機能的な多様さを獲
得するようなプロセスを促進したことになる51)。
４．２ 正書法と課題
第１章 a‐２節で既述のように、旧正書法では rad-fahren，Auto fahrenのよ
うに構造的にも名詞と動詞の関係も同じ動詞句が、分離動詞の中に含められ
たり、含められなかったりしているケースもあったので、新正書法ではその
混乱を解消するため、分離動詞については規則が改められ分離動詞に関する
一般的な規則は§３４の中に新たに定められている。それによると、分離動詞
の前綴となる要素は小辞（Partikel）、形容詞、名詞に限られる、ということ
である。
それでも、分離動詞かどうかの判定には非常に困難が伴うことも事実で
ある。
清水（２００２）指摘のように新正書法では、旧正書法で続け書きしていた小
辞、形容詞、名詞以外の分離成分を分かち書きをすることで、分離動詞の種
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類を制限しようとしているが、分離動詞に関する新正書法にも種々の問題が
あることが指摘されている52)。下に示した問題はその中のいくつかである53)。
（１） 続け書きが許される小辞前綴りの数の多さ
例：リストには９０以上の小辞前綴りが載っている
（２） 続け書きが許される小辞が選ばれた合理的説明がない
例：davon-，daneben-などが続け書きが許されて、dahinter-，d(a)runter-，
darüber-，davor-は許されない
（３） 小辞前綴りリストと単語表が一致していない
例：bevor-stehen（目前に迫っている），drein-blicken（〈～な〉目つ
きをする）は単語表では続け書きされているのに、bevor-，drein-
は前綴りリストには見当たらない
（４） 独立した語としては用いられない副詞または形容詞が前綴りの場合
は続け書きとする
例：fehl-gehen（道を間違える），feil-bieten（売りに出す），kund-geben
（知らせる）の fehl（誤った，失敗した），feil（金で買える），
kund（知られた）はいずれも単独で用いられる語である
（５） 言語使用者の意識が忠実に表記に反映されなくなった
例：旧正書法の kennen-lernen（知り合いになる）は lesen lernen（読
み方を習う），schreiben lernen（書き方を習う）などのような
動詞の組み合わせとは異なり、本来の意味が希薄になったから
続け書きされるようになったのである
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（６） 同音異義が識別しづらくなった
例：旧正書法の sitzen-bleiben（留年する）は sitzen bleiben（座った
ままでいる）と意味の違いがあった
このように、新正書法になってもまだ解決されない問題は存在しているし、
旧正書法の方が良かったと思えるケースもある。例えば、上述の（５）、（６）
などはそうである。このため、分離動詞とそうでない動詞を続き書きするこ
とで区別することに疑問をもっている学者もいる54)。
分離動詞には以上のような多くの問題が含まれているため、分離動詞の種
類と特徴を学習する際、学習者も同じ問題に躓いたり悩んだりする可能性が
ある。学習と理解における課題としては、新正書法の分離動詞の場合続け書
きにするか分かち書きにするかは、あくまでも
形態上の一つの規則である
区分しやすさを優先した分け方である
意味の区分ではない
ということを念を押して教える必要がある。学習者の中には旧正書法の頃か
らドイツ語を続けている人も多いかと思われるが、そういう人に対しては新
正書法による分離動詞の区分については特にそのような説明をして納得して
もらうことが肝要かと思われる。
５．結 論
今回の分離動詞の発生に関するテーマは学生からの質問が契機となり調査
してみることにしたのであるが、前もって相当な準備をして取り掛かったわ
けではないので，所々で予想以上に立ち止まってしまった。
殊に、３．２．節「分離動詞の生成過程」に対しては、古期ドイツ語から新高
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ドイツ語まで時代ごとのデータを一つ一つ蓄積して、その中で分離動詞の小
さな変化や動きを具に観察していくのが最良の方法と思われる。短期の調査
期間であったためか分離動詞の歴史的な流れに関する研究報告も資料も見つ
からず、同テーマに対してここで採用した方法は、ドイツ語史、文法書、辞
書等を頼りに関係論文や推論も交えて考察することであった。種々の制約か
ら、調査しても結果が出てこない項目も多かった。手元にある資料だけでど
れ程分離動詞そのものに近づくことができたのか分からないが、調査の結果
をまとめると次のようになる。
調査目標の一つに、分離動詞が最初にいつごろ出現したかを記録で確認す
ること、というのがあった。しかし、ゲルマン祖語時代の文献が残っていな
いという文献制約上の問題があり、ゲルマン祖語時代の分離動詞の記録の確
認はとれていない。その前の印欧祖語時代はどうかという問題もあるが、印
欧祖語時代においてもゲルマン祖語時代と同様文献の問題と、当時の複合動
詞がゲルマン語あるいはドイツ語の分離動詞と直接繋がりがある動詞かどう
かを証明することもまた困難であると思われる。このような事情により、分
離動詞の最初の出現についてはゲルマン祖語時代とそれ以前については遡っ
てはっきりとしたことを記録で証明することはできなかった。しかし、ドイ
ツ語については少なくとも古期ドイツ語時代には既に出現していたことを、
現存している古期ドイツ語時代の文献で確認できた。
古期ドイツ語時代の文献には、３．章で示したように分離動詞の記録が
残っており、ドイツ語分離動詞の初期段階においては、現在の分離動詞とは
異なり平叙文で不変化詞が前置した形と、後置した形の並存が確認できた55)。
また、この時代には前綴や基礎動詞の位置もまだ一定しておらず、種々の
ケースがみられる。このことを考えると、分離動詞は初期の頃は枠構造との
強い関係はないかのようである。むしろ、独自に発生し、変化しながら発展
してきたように見える。
中世以降は４．章でも確認したように敬虔主義や神秘主義などそれぞれの
時代の要請にもより、自然にあるいは人工的に分離動詞の数は一層増加して
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いったことが記録にも残っている。
定形後置や平叙文における定形第二位という語順も、定形後置が先で、次
に定形第二位という語順が生まれたので現在のような分離動詞の形となった
という調査前の考えは、古期ドイツ語時代から記録を見ていけば、定形後置
や平叙文の定形第二位という語順は、それぞれが揺れながらも時代が新しく
なるにつれて次第に個々に特定の位置に固定してきたようで、修正が必要と
なった。この主文、副文での定形の位置が徐々に固定していくに従い、主文
での基礎動詞と前綴による枠構造、副文での後置という分離動詞の位置も
徐々に確定していくことになった。ゲルマン語の中で、枠構造が発展して
行った言語については分析表現との関係を指摘している論文もある56)。そし
て、他の西ゲルマン諸語に比べ、分離動詞も含めドイツ語の枠構造が特に徹
底しているのは、現代ドイツ語では規範文法の中で規定されている57)ことの
他に、文章がますます複雑になっていったのでより一層の規則化が必要と
なったこと、書くように喋るという時代の必要性があったことも忘れてはな
らない。このような解釈が今回の文献で学んだ範囲においては語史に沿った
見方に近いのではないだろうか。
最後に、本稿は学生から質問があり、それを学生の環境で調べ学生に読ん
でもらうよう書いたので、まず質問した学生に読んでもらいたい。
引用作品
（古ドイツ語文献の略称）
HL.＝ヒルデブラントの歌（東フランク語＋バイエルン語＋ザクセン語，9世紀初め）
O.＝オットフリートの聖福音集（南ラインフランク語，863‐871年完成。L.はルートヴィ
ヒ・ドイツ王への献詩）
Pr.＝プルデンティウス注解（ザクセン語，10世紀末）
T.＝タツィアーンの総合福音書（東フランク語，825年頃）
（『中高ドイツ語小辞典』1991）
『ニーベルンゲンの災い』（Der Nibelunge Nôt）、ヴォルフラム・フォン・エッシェンバッ
ハ：『パルツィヴァール』（Parzibal）、『ヴィレハルム』（Willehalm）、ゴットフリート・
フォン・シュトラースブルク：『トリスタンとイゾルデ』（Tristan und Isolde）、ハルトマ
ン・フォン・アウエの諸作品
－２９８－ 日本経大論集 第４４巻 第１号
注1)「英語史において最も目立つ文法変化の 1つに、古英語期に持っていた名詞の性・数・
格を表す屈折語尾を失ったことがある。同様に、動詞も、人称・数・時制・法を表す
複雑な屈折語尾をほとんど失ってしまった。」宮前 1997 S.22
2) 分離動詞の機能を有する言語にはドイツ語、オランダ語、フリースランド語がある。
また、語源系統と分離の様態は異なるものの、やはり動詞の前綴りが分離するものと
してハンガリー語がある。
ドイツ語の分離動詞の機能は英語には無いが、類似の現象として句動詞の中に動詞と
前置詞、または副詞が目的語を挟む形態をとる場合がある。
例：Noise always puts a person out.「騒音には誰もが悩まされる」
3) 「古英語（OE）では、副詞辞（〔adverbial〕particle）は動詞（verb）の前に位置する
傾向があった。Hiltunen（1983）によれば、OEでは主節、従節共に P（...）V型が一
般的であった。中英語（ME）に入り、V（...）P型が優勢になり、後期中英語（1ME）
では、P（...）V型はほとんど見られなくなる。」神谷 2002 S.305
4) この中には新正書法では分離動詞に含められていないものもある。その他、第一構成
要素には前置詞＋名詞の合接を伴う動詞、副詞 da＋前置詞との融合形である合接副
詞、herおよび hin＋前置詞と結びついた動詞もある。
前置詞＋名詞
zufrieden-stellen（満足させる），zurecht-legen（きちんと置く）
da＋前置詞
drauf-gehen（失われる），dran-kommen（死ぬ）
herおよび hin＋前置詞
herab-sehen（見下す），hinunter-bringen（下へ連れて行く）
5) 「前置詞の多くは歴史的には元来場所の副詞であり，これが一方で補部をもつ前置詞
という語彙範疇へと発展し，他方では動詞領域に引き寄せられ，不変化詞へと転化し
ていった。」（吉田 1998）ということであるので、ここではこのタイプの不変化詞は
前置詞と副詞に分けず、前置詞・副詞として一つに扱う。
6) ここでは Kompositionの訳に野入・太城（2002）に倣って「複合」という言葉をあて
ているが、学者、専門書によっては「合成」という言葉を使用している場合もある。
7) Erben 1983 S.55ff.
8) Fleischer 1969 S.279ff.
9) LGL 1980 S.170ff.
10) 野入・太城 2002 S.149ff.
11) その他にも分離動詞として次のような特徴がある。
（1）過去分詞は基礎動詞との間に ge-が入り、一語に続け書きされる
Sie hat gestern ihre Mutter angerufen.「彼女は昨日お母さんに電話した」
（2）zu不定詞の場合は基礎動詞との間に zuが入り、一語に続け書きされる
Der Vater hat keine Zeit, die Mutter anzurufen.「お父さんはお母さんに電話する時
間がない」
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（3）分離動詞によっては意味の抽象化・特殊化がある
auf-stehen起きる，an-rufen電話する，…
これは、spazieren-gehen（散歩に行く），davon-eilen（急いで立ち去る）など全て
の分離動詞にあてはまるわけではない。
12) Schildt 1999 S.104
13) 同上書 S.105‐106
14) 高橋 1994 S.159‐160
15) 同上書 S.159 理由は今のところ分からないが、枠構造も南から発生し北へ伝播して
いったということである。
16) 同上書 S.159‐160
17) Schmidt 2004 S.157
18) 本訳書は Otfrids Evangelienbuch-liber evangeliorum, evangeliorum pars, evangeliono deil-
の本文 7104行のうちの 922行が選ばれたものである。また、20以上という正確な数
字を挙げなかったのは、古高ドイツ語時代は分離動詞と前置詞・副詞＋動詞の判別が
難しいからである。研究者によってはこの時代この二種類の動詞句を区別することは
あまり意味がないとまで言っている。
「古代高地ドイツ語の時代では、（合成動詞の）第一構成要素と第二構成要素の意味
関係はきわめて密接なつながりを持っているし、また動詞に添加される接頭辞（＝前
綴り）の働きと、機能的には差がある副詞と動詞とにみられる合成の働きとの間に生
じる差異があまりに小さいため、両者を分類することはほとんど無意味である。」
（Schmidt 2004 S.158）
19) 岩本 2006 S.95
20) 例えば、注 3)を参照。本文の不変化詞＋動詞の変化の例は神谷（2014）から引用。
21) 例文を紹介している伊藤は、この utを接頭辞とみなすか，独立した副詞と見なすか
は難しいと言っている。伊藤 2010 S.58
22) 同上書 S.58 例文は A Microfiche Concordance to Old Englishからのものと思われる。
23) 伊藤 2010 S.57
24) この並存タイプの分離動詞は現在のスウェーデン語にもまだ見ることができる。
（A）Vi bjuder in ma°nga gäster.〈我々は多くの客を招き入れる〉
（B）Vi inbjuder ma°nga gäster.〈我々は多くの客を招き入れる〉
（A）は動詞 bjuda〈招く〉と不変化詞 in（英.in）との組み合わせを分離させて不変化
詞を後置した文で，（B）は不変化詞を前置して一語で用いた文である。この場合，意
味はどちらも同じであるが，（A）は口語体でよく用いられ，（B）は文語において用い
られる傾向がある。ただし，最近は文語においても（A）を用いるのが一般的になりつ
つあるようである。川 2006 S.4
25) 松瀬 2011 S.84
26) A comparative glossary（1887）には、gaggan＋不変化詞の出典の記述はあるが意味に
ついては書かれていない。
27) 参考として時代をもっと遡り、印欧祖語に関する文献まで調べてみると、印欧祖語の
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時代にもすでに複合動詞という動詞は存在していたようである（Catt 2014）。しかし、
この動詞がゲルマン語の分離動詞と関係があるのかどうかについては分からない。
28) 河崎は分離構造といわずに枠構造と言っている。河崎 1997 S.92
29) 宮前 1997 S.22
30) 社会の発展とともに必然的に複雑化した実務に関わる事柄を判然と遺漏なく記録して
おかなければならない公文書では、しばしば超長文の複合文が多用される現実があっ
たと Schildtは言っている。Schildt 1999 S.153
31) 『中高ドイツ語小辞典』で分離動詞の位置を確認した限りにおいては、第二構成要素
の定形（＝基礎動詞）が第二位以外に位置する比率と第一構成要素の前綴が文末以外
に位置する比率は、前綴が文末以外に位置する比率の方が多かった。枠構造構成要素
が文末位置に来る確率（枠構造の完成度）は同じ枠構造を構成する他の助動詞構文な
どと比較すると、枠構造を構成する文法項目の種類によって異なるようである。
時代は少し新しく初期新高ドイツ語（16世紀）になるが、主文の枠構造に関する研
究によると、枠構造を構成する項目により完全枠の割合は異なり、調査項目の中では
分離動詞構文が完全枠の割合が最も低いという報告がある。工藤（1994）による例を
示すと次のようになる。
例：『聖書』（ルター聖書 1546）
総数 完全枠 部分枠 非枠 枠不可 枠内 1 枠内 2 枠内 3以上
話法の助動詞 129 93 28 6 2 48 50 23
完了形 35 25 3 0 7 11 11 6
受動態 23 13 0 1 9 9 1 3
分離動詞 84 40 10 6 28 39 9 2
計 271 171 41 13 46 107 71 34
表の見方としては、枠内 1（2，3以上）は枠内成分が 1個（2個，3個以上）である
ことを示す。表の上にある項目ほど枠内の割合が高く、枠不可は少ない。工藤は分離
動詞の枠の規模が小さい理由として、分離動詞が未発達というわけではなく、前綴が
不定詞や過去分詞に比べて語が小さく、枠を作る力が弱いことに起因すると考えられ
ると述べている。（S.26‐27）
32) 英語について前述の宮前（1997）の言う、「名詞の格語尾が失われてしまうと、どれ
が主語でどれが目的語か語順によってしか判断できなくなる。その結果、語順が固定
される必要が生じる」。こうして、「古英語では、主節は SVO、従属節では SOVとい
う語順が徐々に規則的になっていった」。その後、「英語は古英語末期になると従属節
中でも SVOに固定されていった」ということであるが、この説明によって英語にお
ける語順の固定化の必要性は理解できるものの、それ以前の問題としてドイツ語にも
英語にも主文（主節）に見られた定形第二位という現象が、なぜ副文（従属節）（英
語では古英語時代）においては起こらなかったのかという問題は依然として解決され
ないままである。
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33) 主文で定形第二位が発生した理由［A］、副文で定形第二位が実現しなかった理由［B］
については、いくつかの説を主として比較的新しい田中（2008）の研究から紹介して
おく。
［A］ 主文における定形第二位発生に関する説
（1）OVと VOの配列の存在を、一方が他方から派生した（どちらか一方を基礎語順
とする）という考え方を基準としない（Weermann 1989）
（2）形態的マーキングが退化したことが義務的な動詞前置を発達させるに至った原因
である（Lenerz 1984）
（3）定動詞移動が成立した背景には音韻的メカニズムがある（Kiparsky 1995）
（4）疑問詞や話題素、肯定不変化詞が定動詞移動と関係している（Fuss 2003, Roberts
2004）
（5）統語的に文ムードを明示する主要部位置の発達（田中 2008）
（補足）
（2）の Lenerz説については、定動詞がその形態を失ったことがなぜ「定動詞の前置」
につながるのか、何も述べられていない。これに対し、（3）の Kiparskyが言うように、
古ゲルマン諸語の定動詞には豊かな屈折形態と並んで強いアクセントが置かれていた
が、定動詞がその豊かな屈折形態を失うにつれて強勢も失い、音韻的に軽くなった定
動詞は次第に前置されるようになっていったというのは、一般的な音韻・統語規則で
説明できる現象である（2008 S.13）。また、（5）については、定動詞前置の成立につい
て、当該文タイプ明示の必要性のもと、それを実現するための機構として定動詞移動
という統語操作が発達するに至ったという考え方である。（同上書 S.23）。
［B］ 副文における定形第二位非実現に関する説
（1）副文では主題化が起こりにくく、その言語の無標識であった語順が反映される
（河崎 1994）
（2）語順の変化はまず主文に、続いて副文にもたらされる（河崎 1994）
（3）話者指定の文タイプ指定（文タイプの話者指向性）（田中 2008）
（補足）
（1）SOVの型の方が、ゲルマン語から受け継がれた本来的な型であり、現代ゲルマ
ン語では通常の型である SVOの型が改新型であるとみなされる（河崎 1994 S.89）。
（2）ゲルマン諸語でも副文にゲルマン祖語の古い型が保持されている（同上書 S.89）。
（3）副文にも、間接疑問文のように文タイプ（間接疑問文の場合、文タイプは［＋Q］
〈＝疑問詞あり〉）が指定されるものがあるが、これらは主文中の動詞（主動詞）
に選択されるものであり、話者の認識態度に選択されるものではないため、定動
詞移動は生じないという考え（田中 2008 S.23）。
34) 主として、Schildt，Schmidt，Polenzを参考とした。
35) Schmidt 2004 S.158‐159
36) Polenz 1974 S.66‐67
37) Schildt 1999 S.105
38) 同上書 S.105
－３０２－ 日本経大論集 第４４巻 第１号
39) 同上書 S.106
40) 同上書 S.106
41) Polenz 1974 S.76
42) 同上書 S.69
43) Schmidt 2004 S.293
44) 同上書 S.293
45) Schildt 1999 S.158
46) Polenz 1974 S.131
47) Schmidt 2004 S.294
48) 同上書 S.294
49) 同上書 S.294
50) 同上書 S.294
51) Erben 1983 S.120
52) 清水 2002 S.35
53) 中山 2003 S.239
54) 亀井・河野・千野（編者）1996
55) 3.1.のペア例文［2］～［11］を参照。このタイプの分離動詞は前述のように古いゲルマン
語ではゴート語、古英語、古北欧語にも見られる。
56) 河崎 1987 S.92‐95
57) 同上書 S.84
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